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令和５年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立上溝南高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10 日実施） 

総合評価（3 月 27 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①  
・新学習指導要
領と生徒ニー
ズにかなう教
育課程の編成
と継続的な見
直しを図る。 

・ICT 利活用を
進め、主体的
で個別的な学
習 支 援 を 行
う。 

・目指す生徒像
の 実 現 の た
め、教科横断
での授業改善
を進め、必要
なスキルの定
着を図る。 

②行事運営を主
体的な学びの
場に位置付け
実施する。 

 
 
 

①-1 生徒の進路
実現や本校の将
来像を見通し、
新たに編成した
教育課程の実践
を通じて、教育
活動の充実を図
る。 

①-2 組織的な授
業研究・授業改
善をさらに充実
させ、週末課題
や授業内での指
導方法を研究
し、より効果的
な学習活動の実
践を行う。 

②学校行事を生徒
が主体的に行え
るように支援
し、リーダーと
しての資質の育
成と企画力・自
主性・自律性の
向上を図る。 

①-1 教科、グループ
横断的な研究を重
ね、移行期も含め
た教育課程の課題
を整理し、実践に
つなげる。 

①-2「授業力向上推
進重点校」として
研究主題を設定
し、学力向上チャ
レンジプランの見
直しと上南指導メ
ソッドの考案に向
けた取組を行う。 

②学校行事において
各組織のリーダー
生徒と連携を密に
取り、適切な支援
をする。 

①-1 課題を的確に
捉えて研究を行
い、新しい教育
課程の特長を生
かした実践を行
うことができた
か。また、進路
希望の実現につ
ながる選択指導
を行うことがで
きたか。 

①-2 生徒による授
業評価で、主題
に関する項目の
肯定的回答割合
90％以上、学習
時間アンケート
で家庭学習に関
する項目の数値
及び内容が改善
したか。 

②行事等の企画段
階から生徒がリ
ーダーシップを
十分に発揮でき
る組織と支援体
制ができたか。 

➀-１教育課程ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰ
ﾌﾟを中心に、教科・１
学年との連携を図り、
課題の整理、教育活動
の実践、進路実現につ
ながる選択指導を行う
ことができた。 

➀-２「自ら学ぶ態度を育
み、学力の定着を図る
上南指導メソッド」を
研究主題として、組織
的な授業研究・授業改
善を行い、成果をあげ
ることができた。「第
２回生徒による授業評
価」において、主題に
関する項目１・３・６
の肯定的な割合はほぼ
90%となった。 

②実行委員を中心に様々
な工夫をし、行事等を
実施することができ
た。また、上南祭実行
委員会が、県教育委員
会表彰を受賞した。 

 

➀-１令和４年度入学生の
進路実現に向けて、引
き続き研究を重ね、実
践につなげる。また、
令和５年度入学生の教
育活動において教育活
動のさらなる充実を図
る。 

➀-２「生徒による授業評
価」の学習アンケート
において、家庭学習時
間が短くなっている傾
向が見られた。家庭学
習については実態を踏
まえた研究が必要であ
る。引き続き、「授業
力向上推進重点校」と
しての取組を充実させ
る。 

②今後も生徒の企画力・
自主性の向上が図れる
ように、教員が前面に
出すぎないよう配慮し
ながら支援を継続す
る。 

➀-１特になし 
➀-２教員が対面で行う 
授業と映像授業を組み合
わせたハイブリッドな授
業により、学習効果を上
げてほしい。 
生徒による授業評価で
90％の肯定的な評価を
得られたことは一定の成
果があったといえる。 
年間目標に「週末課題の
指導方法の研究」とある
が、家庭学習時間が短く
なっている傾向が見られ
ことで、成果が発揮され
ていないようなので、授
業と家庭学習との一体化
などの工夫が必要であ
る。 

②特になし 

➀-１令和４年度入学生の
２年次の選択指導を中
心に、充実した教育活
動の実践を行った。今
後さらに、新しい教育
課程の特長を生かした
教育活動を計画し、教
育課程編成案を完成さ
せる。 

➀-２ＩＣＴの効果的な利
活用を含めた組織的な
授業研究・授業改善の
充実を図ることによ
り、学習効果を上げる
ことができた。今後
は、授業と家庭学習の
一体化について研究を
進める。 

②実行委員や生徒会が
様々な工夫をし、リー
ダーシップを発揮し、
多くの行事を開催する
ことができた。今後も
状況に応じた対応がと
れるようにする。 

➀ -１教科、グルー
プ、学年横断的な研
究を進め、課題を解
決する。 

➀-２「授業力向上推
進重点校」２年目の
取組として「上南指
導メソッド」を策定
し実践する。また、
新 た に 導 入 す る
Classi を活用した週
末課題の実施方法を
研究し、家庭学習に
関する課題を解決す
る。生徒による授業
評価や学力試験の結
果により成果を確認
する。 

②自ら実行委員や生徒
会がリーダーシップ
を取り、多くの生徒
が自主的に参加でき
るように支援を継続
していく。 

２ 
 
生徒指導・ 
支援 

①  
・個別支援の視
点から支援体
制 を 構 築 す
る。 

・生徒の成長と
変容につなが
る交通安全指
導 を 推 進 す
る。 

②部活動の一層
の推進と目標
を明示し主体
的に取り組む
指導を推進す
る。 

 
 
 
 
 

①-1 個別支援を
充実させるため
の取組を組織的
に実施する。 

①-２交通安全指
導の更なる充実
を図り、生徒の
意識の向上に結
び付ける。 

②部活動入部率・
成果の向上を図
り、部活動を主
体的な学習の機
会として捉え、
人間性・社会性
を伸ばし、挑戦
する力を育む。 

①-1 職員研修により
職員のスキルアッ
プを図ることで、
生徒の微細な変化
に気づく力と対応
力を醸成するとと
もに、外部機関を
効果的に活用する
ことで、個別支援
を更に充実させ
る。 

①-２通常の注意啓発
指導に加えて、臨
時の状況に応じた
指導を行い、交通
事故の減少に結び
付ける。 

②生徒会オリエンテ
ーションや部活動
見学を効果的に実
施し、入部率を高
め、部活動連絡ボ
ード等を有効に活
用し、部活動の活
性化を図る。 

①-1 個別支援の視
点から組織的な
生徒支援が機能
したか。[職員ア
ンケート肯定的
評価 90％以上] 

①-２交通事故件数
が減少したか。
[ 交通事故件数
15 件以下]交通
安全への意識が
向上したか。[生
徒アンケート肯
定的評価 80％以
上] 

②部活動入部率や
大会での成果等
が向上したか。 

 

①-1 個別支援の必要な生
徒に対する組織的な支
援について、肯定的評
価を１00％の職員から
得ることができ、目標
を達成することができ
た。 

①-2 交通事故は 27 件発
生し、残念ながら昨年
度比 12 件増となっ
た。交通安全意識につ
いては、87％の生徒、
１００％の職員から肯
定的評価を得た。  

②部活動入部率は、82％
と昨年度比で 1 ポイン
ト高めることができ
た。また、昨年度より
多くの部が関東大会へ
の出場を果たすことが
でき部活動の活性化に
繋がった。 

①-1 引き続き、組織的な
研修と継続的な情報交
換を適切に実施すると
ともに、支援の必要な
生徒に対しては、ケー
ス会議を含め、確実に
支援していく体制をさ
らに構築する。 

①-2 日々の注意喚起をさ
らに積極的に実施する
とともに、スケアード
ストレイト式交通安全
教室を是非とも実施
し、交通安全に対する
意識啓発を行う。 

②今後も継続して部活動
の活性化を図り、入部
率や成果の向上を図
る。 

➀-１個別支援の必要な生
徒に対する組織的な支援
について、職員の100％
から肯定的評価を得られ
たことは、高く評価でき
る。 

①-2 地域の警察署からは
「斜め横断が多い」と聞
いているため、指導の必
要性を感じる。 
②部活動加入率の向上や関
東大会出場など部活動の
活性化は高く評価でき
る。上溝南高校の大きな
特色として外部へアピー
ルすることで、生徒の自
己充実感や活動意欲の向
上につながると考える。 

 

①-1 個別支援の視点から
組織としての支援体制
を構築することができ
た。今後はさらにこの
体制を維持、改善する
とともに、外部機関の
効果的な活用を進め
る。 

①-2 交通事故件数が倍増
し、指導目標を達成す
ることができなかっ
た。来年度はヘルメッ
ト着用努力義務化を追
い風に、様々な場面
で、交通安全指導を積
極的に行う。 

②生徒が主体的に活動
し、各部活動が効果的
な練習を行うことで成
果を上げることができ
た。今後も部活動の活
動状況を生徒・保護
者・地域に効果的に発
信ができるよう支援し
ていく。 

①-1 来年度より週１
日配置される SC と
SSW を効果的に活
用するとともに、職
員研修の充実を図
り、個別支援体制の
拡充に結び付ける。 

①-2 スケアードスト
レイト式交通安全教
室を実施し、注意を
促すとともに、HR
や集会を最大限活用
し、交通安全啓発活
動を行う。 

②年度当初の生徒会行
事を通して入部率を
高め、部活動連絡ボ
ードの有効活用等で
活動意欲を高め、さ
らなる部活動の活性
化を図る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10 日実施） 

総合評価（3 月 27 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 
支援 

①３年間を俯瞰
した指導プラ
ンを策定し、
確かな学力の
向上と生徒一
人ひとりの可
能性を広げ・
高め、進路実
現を図る。 

②進路指導の職
員研修等を充
実し、目標を
明確にした学
習・進路指導
を推進する。 

 
 
 

①生徒一人ひとり
が自らの進路を
具体的にイメー
ジし、計画・実
現できるよう
に、キャリアに
関する情報を効
果的に提供す
る。 

②外部資源等を活
用し、効果的に
職員・生徒に対
し研修及びガイ
ダンスを行う。 

①-１学年は自分・仕
事探究、２学年は
学部・学科探究、
３学年は自らの計
画を実行できるよ
う効果的にガイダ
ンス等を行う。 

②-1 多様化する受験
制度や専門学校に
関する研修を行
い、職員と情報共
有する。 

②-2 学習到達度テス
ト・模擬試験・ス
タディサプリを有
効活用し、データ
を用いた進路指導
を行う。 

①ガイダンスや総
合的な探究の時
間を計画通り実
施できたか。[生
徒アンケート肯
定的評価 80％以
上] 

②-1 職員研修を実
施できたか。 

②-2 生徒にとって
外部資源が効果
的であったか。
[生徒アンケート
肯定的評価 80％
以上] 

①進路ガイダンスについ
ては86％の生徒が肯定
的評価をしている。総
合的な探究の時間につ
いては１学年の肯定的
評価が 65％にとどま
り、評価が相対的に低
かった。他学年は80％
を超える生徒が評価し
ている。 

②-1 専門学校や公務員に
関する研修等を実施す
ることができた。 

②-2 各外部資源の肯定的
評価については、スタ
ディサプリ映像授業が
71％、到達度テストが
68 ％ 、 模 擬 試 験 が
70％という結果とな
り、いずれも目標を達
成できなかった。 

①１学年の総合的な探究
の時間担当が経験の浅
い職員で構成されてい
たため、効果的な指導
計画を作成することが
できなかった。関係す
るグループと学年が、
ねらいを明確に統一
し、来年度は改善す
る。 

②-1 今後も継続して研
修を企画する。 

②-2 外部資源の評価はど
れも高くなく、映像授
業の視聴については
70％を超える生徒があ
まり活用していないこ
とがアンケート結果よ
りわかった。職員研修
を行い、生徒の意識を
刺激できるよう改善を
図る。 

① 「総合的な探究の時 
間」は基礎的な学習と関
連付けられるのではない
か。地域の課題を理解し
ていく中で、自ら基礎の
復習に向かえる生徒が出
てきてほしい。基礎的な
学習との関連付けや意義
を理解することが改善さ
れると、生徒の質がより
向上すると考える。 

②-1 特になし 
②-2外部資源を活用した学
習がうまく実現していな
いのを残念に感じる。大
学でも、高校までの学習
習慣が表れるため、習慣
付けを大切にしてほし
い。学習に対する意義を
生徒が理解した上で取り
組めるようにしてほし
い。 

①進路ガイダンスについ
ては、各学年が内容・
時期ともに考慮し企画
されており、生徒たち
の意識の向上に成果が
あった。 

 「総合的な探究の時
間」については様々な
課題が残った。 

②-1 多様化する受験制度
や専門学校に関する職
員研修を行うことがで
きた。ICT を活用した
進路指導についてはさ
らに研修を積む。 

②-2 外部資源の有効な活
用に関しては、大きく
課題が残った。 

①「総合的な探究の時
間」はキャリア G、
広報連携Gおよび学
年の総合的な探究の
時間担当者で連携し
年間の取組を練り、
生徒の育みたい力を
学年で共有する。 

②-1,2 
 外部資源のツールを
次年度はClassiに変
更する。学務情報 G
と連携し、学力向上
チャレンジプランと
絡めながら、生徒の
主体的に学ぶ力を育
むための有効活用方
法を職員一体となっ
て模索するととも
に、研修を重ねてい
く。 

４ 
地域等との
協働 

①学校運営協議
会を活用し、
すべての生徒
が関われる地
域活動を整備
する。また、
総合的な探究
の時間等の課
題解決学習に
地域資源を活
用し、地域と
の協働を推進
する。 

 
 
 

①-1 地 域 資 源
を、コロナ禍に
対応した形で活
用し、課題解決
学習の支援体制
を構築する。 

①-2 地域連携活
動に対し、より
多くの生徒が参
加できる機会を
作る。 

①-1 オンラインの利
用や、適切な感染
防止対策を講じた
上で、新しい形の
社会連携体制を作
る。 

①-2 本校生徒への広
報活動について
は、既存のものだ
けでなく、オンラ
インでの PR や申
込方法を立案す
る。 

①-1 総合的な探究
の時間等の課題
解決型学習に、
より多くの地域
資源を活用でき
たか。 

①-2 前年度よりも
地域連携活動に
参加する生徒を
増やすことがで
きたか。［参加
生徒数前年度比
10％増加］ 

①-１ ホタル観察会、ま
ちづくりワークショッ
プ、バンダパンダまつ
りなどにおいて、感染
対策を講じながら、地
域と協働した取組を行
うことができた。 

①-２参加生徒数がホタル
観察会では前年度比
20％、バンダパンダま
つりでは前年度比 10％
増加した。ホタル観察
会では、地域連携実行
委員の生徒が主体とな
り、新しい告知方法に
よる効果があった。 

①-１ 来年度も継続的 
に地域住民や団体と協
働し、生徒が課題解決
型学習を通し、成長で
きる機会を創出する。 

①-２ 一定数の参加者増
となった一方で、全生
徒に対する割合は十分
でない。来年度は、地
域連携活動の取組を、
総合的な探究の時間に
組み込むことで、地域
連携実行委員以外の生
徒にも浸透させる。 

①-１コロナ禍の中で、地
域との協働事業ができた
ことは評価できる。 
まちづくりワークショッ
プで、生徒が若者として
の夢やビジョンを提案し
ていて大変意義深いもの
がある。 

①-２ただ単に参加するだ
けでなく、総合的な探究
の時間につなげる仕組み
がつくれると、参加する
意義が理解されるだろ
う。 

①-１コロナ禍であって
も、必要な対策を講じ
ながら、より良い形に
変化させ、外部資源を
活用した地域連携活動
を実施することができ
た。 

①-２参加人数の増加を実
現することができた。
来年度は、総合的な探
究の時間の中に地域連
携活動の取組を組み込
み、より身近なテーマ
を設定することによ
り、課題解決型学習に
取り組む生徒を増や
す。 

①-１これまでの活動
だけでなく、総合的
な探究の時間にも外
部資源を活用し、生
徒の課題解決型学習
を支援する。 
①-２地域連携活動
の精選をはかる一方
で、総合的な探究の
時間において、地域
連携活動の事前事後
学習を実施すること
で、これまでよりも
多くの生徒が身近な
課題を考える機会を
創出する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①実効性を伴っ
た防災計画を
推進し、安全
安心な学校づ
く り を 進 め
る。 

②業務改善の推
進や学校内外
の資源活用を
通し、事故防
止とともに、
働き方改革を
推進する。 

 
 
 

①時代に合わせた
安全安心な学校
を目指し、環境
美化活動や防災
教育を活性化さ
せ、生徒・職員
の意識を向上さ
せる。 

②-1 業務の効率
化を推進し、勤
務時間の有効活
用を図る。 

②-2 不祥事防止
会議を活用し、
事故を未然に防
止する。 

①環境美化委員によ
る啓発活動を行
い、防災に関する
生徒アンケート等
を実施して、日常
的に安全安心な学
校づくりを意識で
きる取組を計画す
る。 

②-1 昨年度の業務を
ゼロベースで見直
し、効率化を図
る。 

②-2 職員の意識の向
上を図るため、不
祥事防止会議の取
組として、研修を
実施する。 

 

①計画的に環境美
化活動や防災教
育を行い、学校
全体の意識を向
上 で き た か 。
［生徒アンケー
ト 肯 定 的 評 価
80％以上］ 

②-1 業務改善を 
３例以上実施し
たか。 

②-2 不祥事防止会
議を年間10回以
上、不祥事防止
研修を年間10回
以上実施できた
か。 

①大掃除での放送や、清
掃状況の調査を行い、
生徒の意識向上を図っ
た。防災教育は抜き打
ち訓練を新たに実施し
た。その結果、９割程
度の肯定的評価を得
た。 

②-1 保護者・生徒向け
通知や会議資料のペー
パーレス化を行った。
生徒の欠席連絡をフォ
ーム入力とした。勤務
時間外の電話対応を原
則廃止した。 

②-2 不祥事防止会議を年
間 15 回、不祥事防止
研修を 15 回行った。  

①引き続き環境美化・防
災への意識向上を図
る。生徒・職員アンケ
ートの内容を踏まえつ
つ、変化の激しい時代
に合わせた学校の姿を
模索し、生徒・職員が
主体的に安全安心な学
校づくりに参画できる
仕組みの構築を目指
す。 

②-1 働き方改革を図り、
業務改善をさらに推進
する。 

②-2 不祥事防止会議と、
不祥事防止研修の内容
を検討し、不祥事を未
然に防止する。 

①防災訓練は幼稚園からず
っとやっているが、それ
らは決められた時間に行
われているため、抜き打
ち訓練は効果的だと感じ
る。生徒にフィードバッ
クすることで、自分の行
動を冷静に判断できるよ
うになる役立つ訓練だと
思うので、続けてほし
い。 

②-1 生徒・保護者の理解 
と協力のもと業務改善を
行い、働き方改革が進ん
だことは評価できるが、
連絡不足や緊急時の対応
にミスが無いように注意
してほしい。 

②-2 特になし 

①環境美化に対する生徒
の意識は向上した。生
徒の意欲に沿うよう、
清掃用具の整備も進め
る。また、防災への意
識も高い水準を保つと
ともに、非常時の生
徒・職員の役割分担を
明確にし、誰もが各自
の判断で命を守る行動
が取れるようにする。 

②-1 勤務時間外の電話対
応を原則廃止したこと
で業務の効率化が進ん
だが、緊急時の対応を
確実に行うことが必要
である。 

②-2 不祥事防止研修を
実施したことで、同僚
性が向上した。 

①環境美化委員による
清掃用具の調査、清
掃方法の紹介など、
生徒が相互に働きか
ける取組を企画す
る。また、抜き打ち
訓練を継続し、生
徒・職員が自分の行
動を振り返る機会を
設け、実践的知識の
定着を目指す。 

②-1 業務の効率化・
簡素化をさらに推進
し、前例に捉われず
に改善を図る。 

②-2 不祥事防止研修
会の内容を精査し、
職員の意識を常に高
く維持する。 



 

 


